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を見れば金がかかることがわかるのですよ。

だから、見に行かないでデスクで計算した方

が削りやすいのですよ、物をね。私は、やは

りこういう行政執行でいいのだろうかという

ような疑問があるところなのですね。そうな

ので、現場をきちっと見て、直さなければい

けないところは、何を削ったってやはり直さ

なければいけないというふうに思うのです。 

  先ほど寺島中央公民館長から話がありました

けれども、年次計画でというふうに言われま

した。そのとおりで私はいいのですよ。しか

し、雨漏りしたものを年次計画できますか。

そうじゃないでしょう。そこをどうするかと

いうところを私は聞いているのですよ。 

  もう一つつけ加えて言います。ＦＦ式のオイ

ルファンヒーターを交換しましたって。確か

に１階にあったものは交換したようでした。

私は見てきました。ところが２階に置いてあ

るやつがあるのですよ。私の背丈ぐらいある

大きなヒーターがあるのです。壊れていて暖

まらないですね。ファンが回っているのです

けれど、冷たい風を送るのですよ。そこは何

かというと、調理実習室なのです。調理実習

室でそこを使ってするのだけれども、そこし

か使いようがないのですね、部屋が。調理実

習室ですから。暖房器がないのですよ。部屋

を貸してくれと来るのは、部屋があるわけだ

から貸してくれと来るのです。暖房器がない

ところで調理実習させるわけにいかないから、

何をやったと思いますか。公民館長がみずか

らのポケットマネーで買って持ってきて置い

ているのですよ、ここに。市民負担がここに

伴ってくるということなのですね。 

  もっとも、持って帰れるのかどうかわかりま

せん。ただ、あの部屋を暖めるためには、一

般家庭でもっているようなＦＦ式のファンヒ

ーター程度では暖まらないですよ。大きなや

つでした。うちにもつけてもらったから、い

らなくなったから持って帰れと言われたって、

家で使うところは多分私はないのだと思いま

すよ。わかりませんけれども。そういうふう

なことは、もうちょっと小まめに点検してい

かないと、社会教育施設なんていうのは、特

に教育の部分というのは、金かけたからいっ

てすぐ効果が出ないということなんですね。

時間がたたないと出ないということ。そこを

やはり削っていくなんていうのは、極めて問

題なのではないかなというふうに思います。

大体、言いたいことはわかっていただけたと

思いますので、余りとりいただく部分はない

ようでありますから、私の質問はこれで終わ

りたいと思います。 

○鈴木良雄議長 ここで暫時休憩いたします。 

  再開は、３時20分といたします。 

 

 

     午後 ３時００分 休憩 

     午後 ３時２０分 再開 

 

 

  我妻 昇議員の質問 

 

 

○鈴木良雄議長  休憩前に復し、会議を再開い

たします。 

  市政一般に関する質問を続行いたします。 

  順位11番、議席番号１番、我妻 昇議員。 

   （１番我妻 昇議員登壇）（拍手） 

○１番 我妻 昇議員 ようやく私の出番がきた

という感じでございます。 

  先月、会派の視察におきましては、太田市と

志木市というところに行ってまいりました。

先進地というのは、まさにこのことだなと深

く感銘を受けた次第でございます。蒲生光男

議員が、昨日大きく触れていらっしゃいまし

たので、私は、一部小さく触れていきたいと
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思います。また、その後に青梅市にも表敬訪

問をいたしました。青梅市には日本ケミコン

の本社工場があるということを初めて知りま

して、長井市とは深くつながりがあるのだな

と。今後も表敬訪問を続けていかなければと

いう思いをした次第でございます。 

  さて、質問でございますけれども、私は、昨

年の９月議会一般質問におきまして、長井市

の広報・宣伝、あるいは観光ＰＲなどが、ま

だまだ不十分であると指摘をさせていただき

ました。花火大会が新聞に載らないという例

を挙げまして、委託してしまえばそれっきり

になっていないか、マスコミが長井市の情報

をどう扱っているかをチェックしていないの

ではないか、広報やＰＲというものについて、

横の連絡、つまり各課の連絡をとっていない

のではないか、またはこれからはとってほし

いというような発言をいたしました。 

  加えて、勤労センターの職員は、利用者をふ

やすために、長井市にある全部のコンビニを

回り、広報誌を置かせてくださいと頭を下げ

て回って歩いたこと。そして、その結果、利

用者が大幅にふえたという事実も紹介をいた

しました。コンビニやガソリンスタンドとい

うものは、市民はもとよりでございます、市

外、県外の方々が数多く利用していると思い

ます。観光ＰＲには最適の場所であり、すぐ

にでも回ってほしいというようなこともお願

いしたように思います。これは12月議会でも

髙橋孝夫議員が同じく指摘していらっしゃい

ました。９月議会、12月議会を受けてか、そ

れとも以前から計画していたはわかりません

が、商工観光課で早速コンビニ、ガソリンス

タンドなどを回っていただいたようです。こ

れは小さな行動かもしれませんが、大いに評

価できる行動だと私は思います。 

  先ほどの大道寺議員の行政評価システムにつ

いて、さまざまなお話がありましたが、それ

が実現したとしても、この行動は市民満足度

大というようなことではないでしょうか。観

光ＰＲの効果はもちろんでございますが、職

員がコンビニを回っている、頭を下げている

という姿を見れば、あるいはそういうことを

しているということを聞けば、市民はどう思

うでしょう。もしかすると、観光ＰＲという

よりも、市民に対する効果の方が高いのでは

ないかと私は思います。 

  そうした行動に、私は心から敬意を表します。

また同時に、私自身、まだまだ具体的に努力

をしていかなければいけないと、刺激を受け

たところでもあります。 

  そこで、商工観光課長にお尋ねをいたします。

観光パンフレットや市内案内図などの設置依

頼の今の状況、または課題、そしてその反応、

さらには、今後それらをどう活用していくの

かなどをぜひお聞かせいただきたいと思いま

す。 

  次に、市報について伺います。３月の補正予

算で、市報の印刷費が300万円もの大幅減にな

っておりました。その大きな要因は、ＤＴＰ

システムの導入という説明でありました。５

年リースで総額約300万円の契約です。システ

ムを導入していない５年間と比較した場合、

1,200万円の経費削減となるわけですから、大

変すばらしいシステムの導入だと思います。 

  そこで総務課長に質問です。そのシステム導

入の経緯やねらい、入札方法などをお聞かせ

いただきたいと思います。また、とてもすぐ

れたシステムですので、他の広報誌にも活用

できないものか。もしそれが可能ならば、議

会だよりなどにも活用し、市報と一緒に１冊

として発行できないものか、それも含めてお

聞かせ願いたいと思います。 

  次の質問はさらに細かいことで大変恐縮なん

ですけれども、市の封筒印刷費削減について

です。 
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  群馬県太田市においては、封筒印刷費はほと

んどかかっていないそうです。それどころか、

プラスになるということもあるそうです。な

ぜならば、市内企業と広告契約を結んで、封

筒にその広告を印刷すると。そのことで印刷

経費を削減しているということです。 

  長井市は、第四次基本構想で市民との協働を

大きくうたっております。この事例はまさに

市民との信頼関係に基づく、協働ではないで

しょうか。 

  市内企業にとっては、全国や世界を相手にし

て活躍しているとこもあります。その広告が、

職員が、あるいは議員が視察や陳情のたびに、

または郵送でも、いろいろなところに封筒が

出回ることで、とてもメリットのあることで

はないでしょうか。 

  市長、現在封筒印刷にはどの程度の経費がか

かっておりますか。その経費を削減する意味

でも、市民との協働という意味においても、

広告掲載を検討してみてはいかがでしょうか。 

  最後に、旧郡役所についての質問です。先日、

３月３日、旧郡役所現地を見学させていただ

きました。工事の真っ最中でありましたが、

私はそれを見て、将来この文教の杜のを含め

たその周辺一円が、市民に愛され、より使い

やすい場所になってほしいなと心から思いま

した。その思いは私だけではないと思います。 

  今回上程されている議案第23号は、旧郡役所

の利用が午後４時30分までとなっており、市

民にとっては使いづらい施設になるのではな

いかと心配をしております。 

  そこで教育長に伺います。この条例制定の意

図と、それにより市民にとって不都合が生じ

ないかお聞きしたいと思います。先ほど藤原

議員も、私よりも上手に質問をされ、また詳

しく答弁をされていたので、重複しないよう

に簡単にで結構です。お答えをいただきたい

と思います。 

  また、建設課長に伺いますが、「美し国置

賜」創造事業、これは旧郡役所周辺を整備す

るためのワークショップ事業などをするとい

う説明でございました。その概要とねらい、

また今後どのようにそのワークショップを形

にしていくのか。単年度なのか、継続なのか

も含めてお聞きしたいと思います。 

  以上、壇上からの質問を終わります。ご清聴

ありがとうございます。（拍手） 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 我妻議員にお答えをします。 

  印刷費、これは平成14年度つくったのが、角

１、角２、長３、長４、特殊を含めて20万

5,120枚、270万4,149円でありましたが、15年

度は、角１、角２、長３、長４、特殊を含め

て15万7,420、229万3,914円。40万ほど減らし

ました。このＩＳＯにのっとって、むだを廃

していると思います。 

  封筒への一般広告の掲載ですが、私法上の契

約を、私法上ですね、一般広告を掲載するこ

とは可能だと、行政実例の昭和33年８月21日

にされておりますが、郵便用の封筒にも一般

広告を印刷することについて、３月５日に長

井郵便局総務課に照会しましたら、郵便局は、

あて名が明確にわかるものであれば可能だと

いうことであります。 

  各課で独自に印刷を発注しているところがあ

りますので、単価が割り高になっているもの

もまだあるようですから、窓つきなどの特殊

封筒以外は統一して、これからも経費を節減

を図りたいと。その場合の広告を掲載する、

そして広告料をちょうだいするということは、

太田市がおやりになっている。どういうふう

なのか研究させていただいて、一部企業等の

広告を掲載したものを使用することに異論を

唱える方もいると思うんだな、やはり。それ

から、印刷単価と広告料の関係がどうなるか

というようなことも、もうそこで異論があり



 

―１４５― 

＋

ますからね。この辺もやはりよく研究してみ

なければいけないというふうに思います。研

究させてください。 

  以上です。 

○鈴木良雄議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 我妻議員のご質問にお

答え申し上げます。 

  コンビニやガソリンスタンドへの設置依頼状

況はというご質問でございました。長井には

多くの観光客を初め、いろいろな方々がおい

でいただいておりますので、ぜひ快くお迎え

したいなというふうに考えているところでご

ざいます。 

  市内の道案内やお食事どころの紹介、あと、

観光案内を目的といたしまして、国道沿いの

ガソリンスタンド、現在のところ５カ所、あ

と一部の飲食店などにパンフレットの設置は

従来から依頼してまいりました。 

  ただ、昨年我妻議員からもございましたとお

り、議会からの大変貴重なご提案をちょうだ

いいたしましたので、ことしの１月にですが、

市内のコンビニエンスストア、15店ございま

すが、従業員50人以上の企業28社を直接担当

の者が訪問いたしまして、総合観光パンフレ

ットと市内の地図を設置といいますか、置い

ていただくようにお願いしました。その際、

特に企業のお客さまについては、県外からい

らした方に観光のＰＲをお願いしたいという

ようなことで、実はお願いしたところでござ

います。 

  どのような効果があったのかという部分につ

きましては、なかなか今のところわからない

わけでございますが、特にコンビニエンスス

トアにつきましては、従来から地図をくださ

いというふうな希望のあったところもござい

ますので、そういったところが全市的に広が

れば、またいろいろな効果が出てくるのかな

というふうに考えているところでございます。

ことしにつきましては、観光ポスターも市内

の全コンビニにお願いしまして、コンビニ側

の事情もございますので、どのような形で張

っていただくかはわかりませんが、ポスター

の設置はお願いしてまいりたいというふうに

考えているところでございます。 

  今後ですが、先ほどありましたとおり、コン

ビニエンスストアはもとよりですが、ガソリ

ンスタンド、まだ一部にとどまってございま

すので、できるだけ多くのガソリンスタンド

に地図やパンフレットを置いていただくよう

にお願いしてまいりたいと思っておりますし、

市内の企業につきましても、50人以上という

ふうなことで今回は区切らせていただきまし

たが、そういったことだけでなくて、企業の

状況もございますので、その辺も勘案しなが

ら設置をお願いして、観光ＰＲに努めてまい

りたいというふうに思っているところでござ

います。 

  また、市のホームページにつきましては、祭

りのイベント内容を掲載して、広くＰＲをし

ていきたいというふうに考えておりますし、

県の観光協会のホームページについても、市

で直接更新できる部分もございますので、こ

の部分については、先ほど我妻議員のご指摘

もございましたが、花火大会のようなことに

ならないように、できる限りタイムリーに掲

載してまいりたいというふうに考えていると

ころでございます。 

  また、ことしの２月６日なのですが、観光事

業を実施しております関係団体にお集まりい

ただきまして、観光懇談会を実は開催させて

いただきました。観光客のニーズが非常に多

様化しているというふうなこともございます

ので、市とか観光協会だけでなく、いろいろ

な立場で観光についてお話をいただくという

機会を持たせていただきました。特に16年度

以降は、町中散策のような体験型の観光を実
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施しながら、リピーターによる交流人口の拡

大に一層努めてまいりたいというふうに考え

ておりますので、今後ともよろしくお願い申

し上げます。 

  以上でございます。 

○鈴木良雄議長 新野義憲総務課長。 

○新野義憲総務課長 市報のＤＴＰ化につきまし

てお答え申し上げます。 

  いわゆるデスクトップパブリッシング、机の

上での編集、作成というふうな意味でござい

ますが、この導入のねらいでございますけれ

ども、近年、近隣市町でもコンピューターに

よる編集作業が容易なソフトの開発が進みま

して、いわゆる近隣自治体でも、相当広くＤ

ＴＰシステムを導入しております。こういっ

たことから、長井市としても15年度から、い

わゆる今年度からこの導入を実施いたしまし

て、自主的な、いわゆる職員みずからの手作

業で編集、校正、そして作成をしているとこ

ろでございます。 

  この大きなメリットは、コストの削減と、い

わゆる自由自在に編集ができるというふうな

点が一番大きなメリットではないかというふ

うに思っているところでございます。 

  この機器の契約でございますが、随意契約に

よりまして、地方自治法施行例の167条２の第

２項の規定によって、随意契約でさせていた

だいております。株式会社メコムさんと随契

をさせていただいております。 

  県内でこのメコムさんのみ、インストラクタ

ーを配置をしておりますので、指導を受ける

面におきましても、いつでも指導を受けられ

るというような面から、メコムさんと随契を

させていただいたところでございます。 

  機器の賃借料でございますが、月額、消費税

含めて４万9,350円でございます。ことしは導

入の初年度でありましたので、５月からの契

約ということで11カ月の契約で、15年度は54

万2,850円で契約をしているところでございま

す。 

  一番の見込まれるメリットでございますが、

コストの削減、それから作業工程の短縮、そ

れから職員、あるいは依頼を受けた方々から

のイメージどおりの紙面作成ができるという

こと。それから、印刷直前まで修正が可能で

あります。それから、データの二次利用もで

きます。これがメリットであろうというふう

に思います。 

  一方、デメリットもあるかと思います。この

操作を習熟するのに相当時間がかかります。

職員、ことし二人配置をしておりますが、４

回ほどの講習を受けて習熟をしたところでご

ざいます。それから、多少電子的なトラブル

が発生したこともありましたので、こういっ

たデメリットもあるのかなというふうに思っ

ております。それから、ソフトが次々と新し

く発売される状況にあります。また、複雑な

紙面の入力に時間がかかることもありますの

で、こういったことがデメリットかなという

ふうに思います。特に、実際の効果として、

職員の能力に大きく影響するかと思います。

いわゆるイメージどおりの広報ができるとい

うことは、それだけ職員が習熟度が高まって、

初めてよくなる点でございますので、職員の

取り組み姿勢、こういったことも大事であろ

うというふうに思っているところでございま

す。 

  今、議員の方からご提起ありました議会だよ

り、あるいはほかの市に関連する広報誌、こ

れらとあわせて発行、編集できないかという

点でございますが、いわゆる市報は、月２回

の発行でございます。各課からのお知らせな

ども含めて、一応原稿の締め切りを定めて、

職員が編集、校正をしております。月２回と

いうことで、ほとんど市報の発行に、もちろ

ん取材等もありますけれども、市報の発行、
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編集作業に従事している場面がほとんどでご

ざいます。こういったことで、作業員のいわ

ゆる習熟が条件でありますので、年間の発行

の部数の多い、あるいは回数の場合は、確か

に効果は出てきているというふうに思います。

ちなみに、今年度、長井市の市報の１ページ

当たりの契約単価でございますが、予算措置

では２円９銭の予算措置をさせていただきま

したが、実際、入札において１ページ当たり

88銭で入札、落札をしております。約４割の

印刷費で経費が捻出できたということで、昨

日議決いただきましたが、補正予算で300万円

ほど印刷費を抽出して減額をさせていただき

ました。こういった面で効果が出ているとい

うふうに思います。 

  ただし、議会だよりの場合は、年間４回、さ

らに議会だよりは議員の方みずから編集、校

正していらっしゃいますので、そういった意

味で、この機器をどの程度まで習熟されるか

ということ。それから、研修講習を受けなけ

ればなりませんので、そういった機会が議員

の皆さんにどの程度、日程的にできますか、

こういったことがありますので、今後十分に

事務局とも協議をさせていただいて、お使い

をいただくことは可能かと思いますけれども、

職員が講師として議員の皆様方にご指導申し

上げる時間は、ちょっととれるかどうかわか

りませんので、今後、十分にひとつ事務局と

協議をさせていただいて、検討してまいりた

いというふうに思います。 

  以上でございます。 

○鈴木良雄議長 竹田辰雄教育長。 

○竹田辰雄教育長 ご質問にお答えしたいと思い

ます。 

  このたびの条例制定の趣旨でございますが、

旧郡役所の修復工事が終了いたしますと、市

民の皆様の利用に供することができるように

なりますので、その設置及び管理に必要な事

項を定めるものでございます。 

  また、文教の杜は、Ａ区、Ｂ区と分かれてお

りますけれども、全体を一体的に運営するた

めに、旧郡役所にかかわる部分を盛り込んで、

全体として整合性がとれるようにするもので

ございます。 

  ご質問ありました、市民の利用に条例制定す

ることによって不都合が生じないかというこ

とでございますが、設置条例の第１条に、藤

原議員の方からもご指摘ございましたように、

文化財の保護活用、芸術文化の振興、魅力あ

る活力に満ちた地域づくりという、三つの目

的が示されておりますので、この最後の目的

に沿って地域づくり、地域おこしのイベント

などにも幅広くご利用いただいていいのでは

ないかと、そんなふうに考えているところで

す。 

  それから、利用時間の方も、今回提示しまし

た条例の改正案の方には、資料としてはつい

ておりませんけれども、施行規則の第２条に、

必要な場合には延長しても利用することがで

きるというふうになっておりますので、一応、

文教の杜の職員の勤務時間等にあわせて、４

時半までというふうにうたってございますけ

れども、延長して夕刻遅くまでもご利用いた

だけるのではないかと、そんなふうに思って

いるところです。現段階では、どんな内容で、

どういう形のご利用が出てくるのか、見通し

が立たないところがございます。この後も懇

談会の方を継続してもらえるというふうにな

っておりますので、利用の実態とか、それか

ら懇談会でのご意見とか、そういうものを全

部受けとめまして、必要が出た場合には、ま

た改正ということで対応していきたいと思っ

ております。 

  以上でございます。 

○鈴木良雄議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 私の方からは、「美し国置
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賜」創造事業の内容でお答え申し上げたいと

思います。 

  この事業は、山形県が進めておりますアルカ

ディア街道復興計画の一環で、置賜総合支庁

独自の事業として「美し国置賜」創造事業が

創設されまして、美しい置賜づくりを具現化

するため、景観整備を支援する事業として採

択になったものでございます。 

  これは郡役所として国内最古と言われている

旧西置賜郡役所の修復工事が今年度で完成す

ることによりまして、それにふさわしい周辺

の景観も備わっていかなければならないとい

うことで事業化に結びついたと思っておりま

す。 

  現在進めております町中散策やフットパスの

ルートとしても、また、隣接しまして都市計

画公園として定めていますので、公園として

の整備も含めまして、周辺の景観整備を進め

ていきたいと思っているところです。 

  このたび、置賜総合支庁建設部より支援をい

ただきまして、周辺の整備構想を策定するた

めのワークショップ開催などの経費として補

助していただいたものでございます。 

  今後は、16年度に策定予定の周辺整備構想を

土台にしまして、それを具現化するため、ハ

ード面においてもご支援いただけるよう、引

き続き置賜総合支庁の方に要望していきたい

と思っているところであります。単年度で整

備は完成することはちょっと難しいかと思い

ますので、ワークショップにつきましても具

現化するため、引き続き17年、18年度につい

ても継続して検討していきたいというふうに

考えております。よろしくお願いします。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 ありがとうございました。

残り30分もあります。非常に有意義に使える

なと思っております。 

  まず、商工観光課長のご努力には、本当に頭

の下がるところでございます。まだまだ残さ

れているところもありますし、今後もガソリ

ンスタンドなんかにはお願いしていくという

ことで、本当にありがとうございます。これ

に刺激されて、ほかの課、もしくは市長、も

しくは議員が、また違う行動を起こすことを

願っておりますけれども、あのとき９月議会

には、私はほかにも質問しました。そのとき

は総務課長でしたけれども、看板全体のこと

です。あれは本当は商工観光課長に聞くべき

だったなと、今、思っているのですけれども、

例えば久保の桜に行く看板ですとか、文教の

杜に行く看板ですとか、レインボープランの

施設に行く看板というようなものがわかりづ

らいというようなことも、あのとき指摘した

と思いますが、ちょっとこのこととは関係な

いかもしれませんが、商工観光課としてその

ような看板のことなんかを、今後どうしてい

くというような話はありますか。 

○鈴木良雄議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 お答え申し上げます。 

  私どもが所管しております観光の看板のうち、

特に桜とかあやめ、つつじといった、そのお

祭りの期間だけにつける看板について、確か

に議員おっしゃるとおり、ちょっとわかりに

くいというふうなご指摘をちょうだいしたこ

とは事実でございます。 

  桜につきまして、特に短期間に多くの方がい

らっしゃるということで、久保の桜から最上

川の千本桜、大明神桜と行っていただくわけ

ですが、なかなか要所、要所がわかりにくい

という指摘もここ数年いただいております。

その都度関係者で会議を持って、必要な箇所

は検討いたしまして、設置しているわけです

が、もう少し統一したデザインの看板にする

とかというふうな工夫があれば、もっとわか

りやすいのかなというふうにも考えておりま

す。お金の話をしたら大変恐縮なんですが、
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予算との兼ね合いも持ちながら、あと、看板

とあわせて交通指導といいますか、交通案内

などの面でも充実しながら対応してまいりた

いというふうに考えているところでございま

す。 

  以上でございます。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 ぜひ看板の方も、常設の

看板も、そのときの短期の看板も含めて、コ

ンビニ、ガソリンスタンドの次はそっちの方

に取り組んでいただきたいなと。工夫してい

ただきたいなと思います。 

  あと、答弁の中に観光懇談会と町中散策の話

が出ましたけれども、観光懇談会は２月６日

にあったと。これは後々どういう動きをして

いくのか、具体的な組織づくりをするのか、

連絡会として設けるのか。また、町中散策の

ことでしたが、また復活してガイドを設ける

のか、その辺もうちょっとお聞きしたいと思

います。 

○鈴木良雄議長 那須宗一商工観光課長。 

○那須宗一商工観光課長 お答え申し上げます。 

  第１点目の観光懇談会でございますが、先ほ

ど申し上げましたとおり、観光に関するいろ

いろな団体の方々に集まっていただいて、ま

ず第１回目はそれぞれ情報交換なり、長井の

観光について考えておられることを出してい

ただいたところでございます。 

  今後については、もう少し部会みたいな形に

するか、専門委員会といいますか、そういっ

た形にするのか、今までと同じような方々に

全員集まってしていただくのがいいのか。今

ちょっと事務局でといいますか、商工観光課

の中で検討しているところでございます。 

  このようないろいろな立場の方に集まってい

ただいた観光の懇談会については、今後も開

催して、よりよい長井の観光づくりに努めて

まいりたいというふうに考えているところで

ございます。 

  町中散策ガイドでございますが、これにつき

ましては、実は補助事業で実施したいという

ふうな考え方を持っておりましたが、ちょっ

と予算的な部分で難しかったということもご

ざいまして、この部分については観光ボラン

ティアガイドの方々や、その他観光の関係の

団体の方々にご協力をいただきながら、やは

り引き続き実施していきたいというふうに考

えておりますので、ぜひご協力を賜れればと

いうふうに思っているところでございます。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 コンビニの話から観光全

般のことになってしまいましたけれども、観

光の問題、長井の問題点を象徴していること

がちょっと私、気になったことがあったので

すが、長井市の駅前の広報板というのですか、

観光案内板が、何がかかっているかわからな

い看板があるのはご存じでしょうか。こちら

から見ると、全然その看板は見えないのです

が、長井駅をおりるとすぐ目立つところにあ

ります。目立つところにある案内板なのに、

何がかかっているか全然わからないと。それ

はどこの所有なのかというものを問い合わせ

てみても、どこの所有でもないと、わからな

いというようなことでした。山鉄、観光協会、

市、いろいろなところに問い合わせしました

が、どこのものかわからないと。これがまさ

しく長井の観光を象徴していることだなと思

っておりますので、商工観光課長、もちろん

ですけれども、観光協会並びに商工会議所も

でしょうか。いろいろな諸団体、市民の活動

もありましょう。連絡をとっていただいて、

この観光懇談会というのは、非常にこれから

そういう意味ではよくなっていくのかなと思

いますので、これをぜひ伸ばしていただきた

いと思います。 

  次に、市報のことですけれども、太田市では
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こういう市報を出しております。これはＢ５

版でしょうか。こういうふうにカラーで見開

き、もちろん裏表。中に、議会だよりが併設

というか、一緒になっています。これを月３

回、議会だよりはもちろん年に４回ですけれ

ども、こういったことをしております。 

  せっかく年間300万円も浮いたわけですから、

カラーにはできませんか、総務課長。 

○鈴木良雄議長 新野義憲総務課長。 

○新野義憲総務課長 長井市の市報の場合、今の

ところカラーにはしておりませんが、以前は

しておった時代もありますけれども、やはり

経費的には倍以上かかるかと思います。ある

いは、カラーですともっとかかると思います。

正直なところ、二色刷りでも1.5倍ぐらいはか

かりますので、カラーになりますと、恐らく

倍、それ以上にかかるかと思いますので、今

のところ財政的な事情も含めまして、ちょっ

と難しいというふうに判断をしております。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 そうだと思いましたけれ

ども、カラーだとやはり見てくれると思うの

ですね。何も300万円も浮いたというと、ちょ

っと語弊があるのですけれども、大分経費を

削減したわけですから、それに使ってもいい

ような気が私はするのです。 

  こういう大きさにすると、小さい版よりも効

率的に物事を書けると思います。小さい版だ

と、次のページに書かなくてはいけないと。

見開きが少ないとかあると思います。大きい

版だと、よりページ数が少ないし、あと、印

刷費も、そんな２倍もかかるのでしょうかね。

小さい版に比べれば、そんなに１枚ページ、

ページなんかそんなんでもないかなと。ペー

ジ数も減りますし、あと議会だよりと併設す

る。あとほかにも何があるでしょうか。太田

市は社協だよりというものも一緒にしている

ようです。長井市にもそういうたよりがある

のでしょうか。そういうのと一緒にすること

によって、カラーにする分の経費は浮いて、

より見やすいものになるのではないかなと。

市報を月に２回発行していらっしゃいますけ

れども、１日号の多くは、何冊も来ますね。

議会だよりも来たり、市報も来て、そのほか

にも来たり、いろいろなものが来てしまいま

す。そうすると、やはり見ただけでも、ぐる

っと。まず市報だけは目を通そうと。議会だ

よりは後にしようかと。結局、後回しにされ

てしまう可能性もあると。１冊だと、読みや

すいし、カラーだし、大きいしということで、

中に議会だよりが入っていれば、そのまま読

んでしまうということもあると思いますので、

せっかく浮いた金額もありますし、あと、そ

んなに私は２倍もかかるとは思いません。も

うちょっと検討していく価値はあるのではな

いかなと思います。１冊にまとめるのも検討

する価値はあると思います。いかがですか、

総務課長。 

○鈴木良雄議長 新野義憲総務課長。 

○新野義憲総務課長 関係する部署におきまして、

今、議員の方からおっしゃられました内容に

つきまして協議をして、16年度になりますけ

れども、協議をしながら進めてまいるような

体制をつくっていきたいというふうに思って

おります。 

  なお、県内でも一部議会だよりなどとあわせ

て発行している市などもありますから、これ

らもひとつ参考にさせていただいて、調査を

させていただいて、取り組むような形で検討

させていただきたいと思います。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 私も議会だより編集の副

委員長ですので、先ほどの使いこなせるかと

いうことも問題にはあるかと思いますが、チ

ャレンジしてみたいなと思いますので、ぜひ、

いろいろな面から見て、本当にそんなにお金
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がかかるのか。ページ数が少なくなったら、

実はそんなんでもなかったというようなこと

もあるわけですから、私も、委員長もいらっ

しゃいます。一緒にパソコンというのですか、

ソフトを使いこなせるかどうか、やってみま

しょう。 

  そもそも、契約をするときに５年リースとい

う契約をなさっていますけれども、メコムさ

ん１社しかこのソフトを扱っていないという

ことだから、１社との随意契約ということで

したけれども、このソフトはそうでしょうけ

れども、ＤＴＰシステムというシステムは、

ほかにもいろいろなソフトがあると思います

よ。だから、このソフトにするからメコム１

社だったと。それはわかりますけれども、ほ

かのソフトも見積ったり、いろいろなところ

に問い合わせをしたのでしょうか。 

○鈴木良雄議長 新野義憲総務課長。 

○新野義憲総務課長 見積り額につきましては、

５カ年の見積りを出していただいております

が、契約は単年度ごとでございます。予算的

にも単年度でございますので、単年度で契約

をさせていただいております。 

  先ほども申し上げましたが、メコムさんのほ

かにこういったＤＴＰシステムを導入してい

る会社はもちろんあるわけでございますが、

いわゆる認定のインストラクター、指導員を

配置するのが県内ではメコムさんだけですの

で、今回メコムさんに随契をさせていただい

たという内容でございます。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 ということは、いろいろ

なところに問い合わせしたが、これしかなか

ったということですね。私も直接聞いていな

いからですけれども、市内にもパソコンなり

事務機なり、いろいろなソフトを扱っている

業者さんがいるかと思います。そういうとこ

ろにも聞いたということでしょうから、仕方

がなかったのでしょう。ただ、５年リースで

300万円、これリースということは５年後には

皆持っていかれるということでしょう。自分

のものにというか、市のものにはならないと

いうことでしょうか。 

○鈴木良雄議長 新野義憲総務課長。 

○新野義憲総務課長 あくまでもリースでござい

ますので、そのとおりでございます。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 非常にもったいないと思

います。内訳を見ても、非常に高価な物を定

価ですべてリース契約をしているようです。

非常に高いと思います。もったいないなと単

純に思います。それを使いこなせるのがそこ

しかないんだというようなことで、道が一つ

しかないという悲しい答えでしたけれども、

もっともっと安く契約できたのではないかな

と。また、リース契約ということは、決して

自分の物ではないわけですから、こんなお金

というか契約をして、高額なお金を払って、

最終的に自分の物でないというのは、非常に

悲しいものだなと思います。ぜひ、もうちょ

っと工夫すればできたのではないでしようか。

私は、ちょっとまだそこら辺の知識はありま

せんけれども、もっともっと知識ある人に聞

いて、私も私なりに勉強したいと思いますけ

れども、ぜひ、それ一つしか道がないなんて

いうことは、どうもないような気がします。

いろいろな道を探っていただきたいと思いま

す。いかがですか。 

○鈴木良雄議長 新野義憲総務課長。 

○新野義憲総務課長 こうした機器の開発も、い

わゆる日進月歩でございます。毎年新しくソ

フト開発が出ているわけでございますので、

機器の導入については十分に検討させていた

だいて、いわゆる購入した方が得か、あるい

はリースでいった方が得か、これらについて

も検討させていただきたいと思います。 
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○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 続いて封筒のことに移り

ます。 

  太田市では、こういった封筒の多分裏だと思

うのですが、現物がなかったんですね、数社

の広告を載せていると思います。そこには、

多分この封筒の印刷代は、地元企業の広告料

によって賄われていますというような、例え

ばそんなことが書いているのではないでしょ

うか。そういうことをすれば、印刷費はかか

らないはもとより、市内企業との連携、また

は市外、県外、全国の人へのＰＲにもなると

いうことですので、しかも、再生紙なんか使

えば、どんどん使ってもいいと思います。こ

れ使えば使うほど広告になるわけですから。

今はなるべく使わないように使わないように。

私、これ商工観光課長からもらったやつは、

県の封筒を使い回ししていらっしゃいます。

こういう努力をして、１枚でも使わないよう

にというのが現状でしょう。しかし、私の提

案したことが実現すれば、なるべく使うよう

にとなるのではないでしょうか。使えばそれ

だけ広告を掲載している企業のためにもなり、

市のためにもなり、ほかの市町村でこういう

のをもらった場合、それを使い回ししてくれ

れば、広告がどんどんどんどん一人歩きする

というようなことになると思いますが、市長、

いかがでしょうか。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 それは広告が数が多く出回れば、

その方が効果があると思いますが、もう一つ

は、やはり経費削減ということで、むだな紙

を使わないというのがＩＳＯの一つのあれで

すから、その広告について、やはりどういう

ものなのか、裏側なのか、私も見たことない

から、やはりそれは検討させていただきたい

と思います。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 ＩＳＯではなるべく使わ

ないようにということでしょう。経費削減と

いう意味で結構です。ぜひすぐにでも検討し

ていただいて、私、取り寄せてきますし、も

ちろん議会事務局なり、総務課とかでも取り

寄せられるのでしょうけれども、私なりにも、

もっとほかの市町村でもやっていないか勉強

して、もっと具体的に提案をしたいと思いま

す。市でもぜひ取り組んでまいりたいと思い

ますが、市長、これはどこの課が担当すると

思いますか。 

○鈴木良雄議長 目黒栄樹市長。 

○目黒栄樹市長 財政課のようです。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 財政課長、ぜひ私も、後

日まとめて提案をしたいと思いますので、早

速取りかかっていただきたいと思います。 

  それでは、次の質問にまいります。最後の旧

郡役所のことですけれども、この間の懇談会

では、いろいろな発言が出たと思います。先

ほど藤原民夫議員のお話にも出てまいりまし

た。さまざまな地元のイベントや観光という

意味でも、もちろんさっきの時間のこと、ま

たは文化的、芸術的という欄の括弧書きに、

販売目的では営利、宣伝目的は利用できない

というような括弧書きがあったかと思います

が、営利というのはどこまでが営利で、どこ

までが非営利なのか。地元のイベント、こん

にゃくを売るのも営利なのか、観光物産的な

ものも営利にあたるのかどうなのか、その辺

はいかがですか。 

○鈴木良雄議長 竹田辰雄教育長。 

○竹田辰雄教育長 旧郡役所の場合だけでなく、

例えば生涯学習プラザなんかも、国民文化祭

のときには、遠くからおいでになった方々に

いろいろな、宣伝も兼ねてですけれども、物

品販売ということで、市内の業者の方にお願

いして、そのイベントに一緒に参加していた
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だくような形での物品販売をしてございます。

それと同じように、地域でさまざま催し物を

やるときに、そういった形でできるのではな

いかというふうに思っております。 

  ただ、ここの括弧書きは、そういったものと

全然関係なく、全く個人の業者が、自分の家

で店を開いているような形であそこを使って

やるというような形では、それは使わせない

ようにした方がいいのではないかという考え

方でございます。地域でイベントをやるとき

に、こんにゃくを売ったり、あるいはいろい

ろな生鮮食品を販売したりということは、そ

れはやはり営利目的ということでなくて、そ

の事業の使命そのものを達成するという目的

が別にあるわけですね。そして、販売という

のは、その副次的なものというような、そう

いう考え方でご利用いただいた方がいいので

はないかと、そんなふうに考えております。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 ありがとうございます。 

  ということは、地元のさまざまなイベントに

活用できるということですが、こんなこと言

っていいのでしょか。例えば、教育長が今度

かわられたとか、文化生涯学習課長がかわら

れたといって、その次の方もそういう見解に

なるでしょうか。その辺大丈夫でしょうか。 

○鈴木良雄議長 竹田辰雄教育長。 

○竹田辰雄教育長 使用料の減免なんかも出てく

ると思います。利用される団体によってです

ね。そういったことから、内規的なものも必

要になってくると思いますので、そういった

ところにも付記しておきまして、人がかわっ

てもそれはずっと行政の継続性ということか

らいっても続くように、一貫性を持って継続

できるように対応してまいりたいと思います。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 ありがとうございます。 

  ぜひそういう申し合わせというか、内規とい

うものを継いでいってほしいと思います。地

元の集まりには、北部開発協議会なんかもあ

ったり、まちを超えた、旧宮地区なんですか

ね。宮地区という意味でしょうか、北部開発

協議会というのがありますが、そういうとこ

ろにもぜひ話をしていただいて、一部いらっ

しゃるかと思いますけれども、まちを超えた

行事ですとか、寺子屋というような話が先ほ

どありました。十日町の公民館では、ボラン

ティアで小学生の宿題を見てあげる公民館学

校なんてボランティアでしている方もいらっ

しゃるのですけれども、そういうことを公民

館ではなく旧郡役所を利用してすれば、まち

を超えたいろいろな事業といいますか、ボラ

ンティアなりさまざまなことができるかと思

います。ぜひその運営の今の集まりだけでは

なくて、もっと広くお知らせをしていただき

たいなと思っております。 

  あと、紹介ですけれども、例えば宮城県岩出

山町というところは、多分これは文教の杜に

匹敵するぐらいの旧家だと思います。非常に

きれいな黒塗りの板でぴかぴか光っていて、

非常にいいところです。ここは地元のお母様

方が「お帰りなさい、ふるさとへ」というよ

うなことで、地元の料理をつくって、お客さ

んをもてなしているというような施設。あと、

こちらは岐阜県郡上八幡の、それも旧役所で

す、郡役所というのですかね。どこかのまち

の役場だったというようなところ、非常に趣

のある建物ですけれども、それも国の登録文

化財になっているということですね。そこで

も常に常設で食べ物なりお土産品を地元の方

が運営して、これは財団法人というふうにし

て、振興公社にしているのですね。地元の方

がほとんどで、お母様方や若い方も含めて頑

張っていらっしゃるというようなこともあり

ますので、なかなかすぐにはそういう形には

ならないと思いますが、そういう地元の方々
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と話をしていく上で、こういう話が出てくる

かと思いますので、ぜひ柔らかく考えていた

だいて、実現して、皆さんに愛される場にな

ってほしいなと思います。 

  建設課長、「美し国置賜」創造事業というの

は、単年度で終わらせるのではなくて、継続

していきたいと、そしてつくり上げていきた

いということですけれども、教育委員会と建

設課と、フットパスは企画調整課ですよね。

または観光という意味では、商工観光課にな

りますが、そういった横の連絡というのはと

らないと、事業費がばらばらですから、下手

をするとばらばらなものができ上がってしま

うのではないかと心配されますが、その横連

絡というのは、どうやってとっていくのでし

ょうか。 

○鈴木良雄議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 お答え申し上げます。 

  整備構想の検討は、隣接する都市公園の管理

者という関係で、建設課が取りまとめを行い

ますが、関連ある文化生涯学習課を初め、商

工観光課、企画調整課と調整を図りまして、

整備構想を策定していきたいというふうに思

っております。 

  具体的には、フットパスの中に各担当課から

入っていただいたり、アドバイザーとして入

っていただいたり、ぜひ話の内容もわかる形

で調整を図っていきたいというふうに考えて

おりますので、ぜひご協力をお願いしたいと

思います。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 フットパスが中心的な存

在になるということですよね。そうすると、

教育長もそうですか、同じ質問で、横の連絡

はどうとっていくのか。だれが先導役という

のですかね、中心的に動くのはどこの課なの

か、どなたなのかということは、どう思って

いらっしゃいますか、教育長。 

○鈴木良雄議長 竹田辰雄教育長。 

○竹田辰雄教育長 お答えいたします。 

  市長の施政方針の中にも、16年度、旧郡役所

の周辺環境の整備にかかわる計画立案に入る

というふうにうたってありますので、そして

また、せっかく「美し国置賜」という構想も

あるわけですので、別な組織をまたつくると

いうことでなくて、そこのところに教育委員

会も入らせていただいて、屋上を重ねるとい

うような形でなくて、そこを中心に全体に行

き渡るような構想を立てていきたいと、そん

なふうに思っております。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 

○１番 我妻 昇議員 ありがとうございます。

ぜひそうして横の連絡をとっていただきたい

と思います。 

  すみません、もう１回建設課長、その「美し

国置賜」創造事業の中で、講師を呼んで、ア

ドバイザーを呼んで何かするということでし

たけれども、それは県からそういう指定があ

るのでしょうか。県から補助金をいただいて

いる、25万円。その中の使い道なんかは指定

されているから、こういうアドバイザーを６

万4,000円を、３回で19万2,000円もアドバイ

ザーに払うということですけれども、それは

指定されているのでしょうか。 

○鈴木良雄議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 お答えいたします。 

  こちらの方でも、どの方を講師として、アド

バイザーとして招待していいか全く知識があ

りませんでしたので、県の方からご紹介をい

ただいたところです。 

  先ほど申しましたアルカディア街道復興推進

置賜地域協議会の顧問でもあられます、東京

大学教授の堀繁教授、この方をご紹介いただ

きまして、それをベースに旅費を算出したも

のでございます。よろしくお願いします。 

○鈴木良雄議長 １番、我妻 昇議員。 
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○１番 我妻 昇議員 残り１分ですけれども、

これは指定されていないのだったら、もうち

ょっと工夫して、こんなに19万2,000円も講師

代で、しかも旅費と合わせると22万円ぐらい

になるのですよね。もう少し上手に使ってい

ただきたいなと。いろいろなこれにかかわり

たいと言っている方の中には、有名な講師を

安く呼ぶことができると言っている方もいま

すので、こんな22万円もかけないで、決まっ

ていないとすればかけないでいただきたいな

と思います。最後にそれだけ答弁いただいて、

終わります。 

○鈴木良雄議長 浅野敏明建設課長。 

○浅野敏明建設課長 お答えいたします。 

  ワークショップのまず組織づくりが先でござ

いますので、その中でいろいろな講師につい

ても、アドバイザーについてもその中で検討

しまして、堀教授というふうに決まったわけ

ではございませんので、今後検討してまいり

たいと思います。 

○１番 我妻 昇議員 ありがとうございます。 

  以上です。 

 

 

  内谷重治議員の質問 

 

 

○鈴木良雄議長 次に、順位12番、議席番号２番、

内谷重治議員。 

   （２番内谷重治議員登壇）（拍手） 

○２番 内谷重治議員 私、最後になりましたが、

今定例会、市政一般に関する質問は、５会派

の代表質問と二つの政党の政党質問、そして

５人の個人質問という、ここ数年来では最も

活発な議論が展開された一般質問であったと

言うことができると思います。財政再建４年

目、目黒市政２期目の、まさに正念場となる

平成16年度の目黒市長の施政方針に対し、各

議員から質問項目も非常に多岐にわたり、改

めて市政運営の厳しさ、難しさを感じさせら

れたところであります。 

  我が会派フォーラム21では、蒲生光男会長が

代表質問に立ち、長井市の自立計画策定とそ

の実践について、改革派自治体の事例を詳し

く紹介しながら、総論としての立場から長井

市行財政改革への多くの提言とその実践に対

し、市長初め当局の考え方をただしてまいり

ました。残りの４人のメンバーで各論として

の今後の財政展望や人事評価制度、子育て支

援環境整備、学校安全管理体制、また、ただ

いまの市民の目線からの広報宣伝や市報、議

会だより発行のアウトソーシング等々に提言

してきたところであります。 

  しんがり、５番手として私は、フォーラム２

１の提案している行財政改革の柱の一つであ

る、市役所業務の民間委託、アウトソーシン

グについて、行政パートナー、行政サポータ

ーなど、ＮＰＯ的団体。これは市民公益活動

団体と言うべきだと思いますが、この協力な

くして、市民にとって望ましい、そして行政

側から見た望ましいアウトソーシングはでき

ないとの判断から、その市民の行政参加の根

幹をなすと考えられますまちづくり基本条例

の制定について、現状での検討状況、基本方

針、考え方を伺うものであります。 

  また、いよいよ来年３月に迫った合併特例法

の期限内での市町村合併の現実的対応につい

て、再度市長の見解をお伺いするとともに、

財政再建５カ年計画後の長井市の将来ビジョ

ン、これを行政改革の断行による行政のスリ

ム化のみならず、長井は将来何で食っていく

のかと、こういった視点も加えた、まさに

「出るを制し、入るを図る」上杉鷹山公の改

革のように、長井市自立計画を策定する視点

が不可欠であると考えるものであります。 

  以上、事前に通告してありますこの２点につ


